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山本 のゆり 田野 香織

子
ど
も
と
ス
マ
ホ
と
そ
の
周
辺

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

　

１
月
18
日
、
イ
ナ
ホ
ー
ル
で
猪
名
川
町
青

少
年
健
全
育
成
推
進
会
議
主
催
に
よ
る
、
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
去
年
の
10
月
号
の
特

派
員
報
告
で
も
紹
介
し
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ-

Ｂ
Ｙ
（
ス
イ
ン
グ
バ
イ
）
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
、
企
画
し
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
き

た
も
の
で
、
も
は
や
生
活
の
一
部
と
な
り
つ

つ
あ
る
ス
マ
ホ
の
未
来
や
問
題
を
、
中
高
生

に
よ
る
公
開
討
論
と
い
う
形
で
実
施
し
た
全

国
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　

多
数
の
教
育
関
係
者
や
警
察
、
通
信
関
連

会
社
、
総
務
省
、
兵
庫
県
立
大
学
の
学
生

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）、
そ
し
て
、
講
師
と

し
て
同
大
学
の
竹
内
和
雄
准
教
授
を
招
い
て

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

～ 

編
集
後
記 

～

　

大
ホ
ー
ル
で
観
客
の
前
に

立
っ
た
子
ど
も
達
、
緊
張
や
ら

高
揚
や
ら
恥
ず
か
し
さ
に
モ
ジ

モ
ジ
し
つ
つ
も
、
熱
く
真
剣
に

意
見
を
述
べ
、
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
達
の
誠
実
な
姿
に
胸
を
打
た

れ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
大
人

の
姿
勢
を
問
わ
れ
る
討
論
会
で

し
た
。

　司会進行はＳＷＩＮＧーＢＹのメ
ンバーの水

か こ が わ

主川くんと内村さんで
す。ふたりはそうそうたる来賓の
方々に臆することなく、元気いっぱ
いに会を進行しました。

用
語
解
説

ス
マ
ホ　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
略
。
電

話
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

地
図
、
動
画
、
音
楽
再
生
な
ど
様
々
な

機
能
が
搭
載
・
追
加
で
き
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

ス
マ
ホ
に
追
加
す
る
こ
と

で
、
無
料
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
や
音
声

通
話
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

リ
ア
充　

リ
ア
ル
（
現
実
）
の
生
活
が

充
実
し
て
い
る
人
物
を
指
す
。

生
涯
学
習
課
（
☎
７
６
７
・
２
６
０
０
）

猪
名
川
ス
マ
ホ
宣
言  

発
表
！

　

サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
発
表
内
容
を
も
と
に
、
ス
マ
ホ

と
の
つ
き
あ
い
方
を
「
猪
名
川
ス
マ
ホ
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
徒
た
ち
は
ス
マ
ホ
に
関
す

る
生
徒
手
帳
や
取
り
扱
い
説
明
書
を
作
り

た
い
と
の
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
ま
ず
、
町
内
３
中
学

校
と
猪
名
川
高
校
の
生
徒
、
合
わ
せ
て

１
３
５
８
人
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
竹
内
先
生
が
解
説
し
、
子
ど
も
達
の

意
見
を
聞
く
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
始
ま
り
ま
し
た
。

竹
内
先
生　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
デ
ー
タ

解
析
を
頼
ま
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
ず
、

高
校
生
の
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
50
％
以
上
の
人
が
３
時
間
以
上
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
い
ま
す
ね
。

高
校
生　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り
と
り
し
た

り
、
あ
と
動
画
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
の
種
類

も
豊
富
だ
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
有
名
人
の

サ
イ
ト
を
見
た
り
し
て
、
気
が
つ
い
た
ら

(

夜
中)

１
時
２
時
。

竹
内
先
生　

な
る
ほ
ど
。
で
、
こ
れ
、

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
ん
で
す
け
ど
、
会
っ

た
こ
と
が
な
い
人
と

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人
が

ス
マ
ホ
所
持
者
で
58
・

６
％
、
そ
れ
に
高
校
女

子
の
３
人
に
１
人
は

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
実
際
に
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
大
学
生
の
立
場
か
ら
は

ど
う
思
う
？

大
学
生　

私
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。

高
校
生
（
女
）　

顔
写
真
を
見
て
、
イ
ケ

メ
ン
や
っ
た
ら
会
っ
て
み
た
い
か
な
…
？

（
笑
）

高
校
生
（
男
）　

ぼ
く
は
考
え
ら
れ
な
い

で
す
。

　

答
え
は
様
々
で
す
が
、
大
人
の
私
た
ち

は
彼
ら
の
価
値
観
に
驚
き
、
豊
富
な
知
識

や
正
直
さ
に
感
心
し
、
非
常
に
実
り
多
い

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

め
ざ
せ
！
リ
ア
充

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
は
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
子
ど
も
達
が
ス

マ
ホ
の
利
点
・
欠
点
や
使
う
際
の
ル
ー

ル
、
対
策
を
観
客
の
前
で
話
し
合
い
、
そ

の
結
果
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
必
要
な
時
の
み
ス
マ
ホ
を
見
る
」、

「
ネ
ッ
ト
に
情
報
を

ア
ッ
プ
す
る
時
は
載
せ

て
い
い
内
容
か
再
確
認

す
る
」
な
ど
様
々
な
意

見
が
出
た
の
で
す
が
、

ど
の
班
に
も
共
通
し
た

の
は
「
現
実
の
世
界
を
大
切
に
す
る
」
こ

と
。
困
っ
た
ら
親
や
友
だ
ち
に
相
談
す

る
、
知
ら
な
い
人
と
は
触
れ
合
わ
な
い
、

目
を
見
て
話
せ
る
相
手
を
増
や
す
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
立
大
学　

竹
内
和
雄　

准
教
授

　

大
切
な
こ
と
は
生
身
の
人
生
を
背
負
っ

た
子
ど
も
達
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人

生
を
踏
み
外
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
問
題
は
リ
ア
ル
（
現
実
）
に
あ
る
し
、

解
決
も
リ
ア
ル
に
あ
る
。
子
ど
も
達
の
思

い
を
い
か
に
具
現
化
す
る
か
、
手
助
け
を

す
る
の
が
大
人
の
仕
事
で
す
。

　

ま
ず
私
た
ち
が
、
相
談
さ
れ
る
大
人
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
達
は
、
自
分
た

ち
が
決
め
た
こ
と
を
こ
の
場
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
、
広
報
、
新

聞
、
学
校
で
広
め
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
ん
な
彼
ら
を
自
慢
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
西
警
察
署
生
活
安
全
課　

池
添
塁　

課
長

　

現
実
の
ル
ー
ル
。
こ
れ
は
親
が
教
え
ま

す
。
し
か
し
仮
想
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

る
人
は
不
在
で
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
、

被
害
者
、
加
害
者
、
ど
ち
ら
の
立
場
に
も

な
り
得
る
の
で
す
。
家
庭
教
育
と
し
て
、

ま
ず
は
親
子
で
使
い
方
を
話
し
合
う
事
が

大
切
で
す
。

町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会
議

太
田
は
る
よ　

会
長

　

若
者
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変

化
し
、
そ
う
し
た
環
境
を
作
り
出
し
た
の

は
私
た
ち
大
人
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
は
使
い
方
を
間
違
わ
な
け
れ

ば
と
て
も
便
利
な
も
の
で
す
が
、
ま
ず
、

彼
ら
が
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
り
、
守

る
こ
と
や
、
大
人
た
ち
が
「
知
る
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

竹内和雄准教授
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伝統文化の「包丁儀式」
◀ 2 月 9 日、文化体育
館小ホールで、開催さ
れた「四條猪名川流包
丁儀式（主催＝猪名川
町食文化研究会）」では、
直接手を触れることな
く、魚を切り上げてい
く包丁さばきを古式の
衣装姿で披露し、観覧
者からは、見事な包丁
さばきに感嘆の声があ
がりました。

インクカートリッジの
里帰りにご協力を！

▼町は「インクカートリッジ里帰り
プロジェクト」に参加し、平成 26
年１月 17 日、役場 1 階ロビーに専
用回収箱を設置しました。
　集まったカートリッジは、郵便局
を経由し、プリンタメーカーごとに
仕分けされ、再生カートリッジ、カー
トリッジ部品など
として再生利用さ
れます。

▶ 2 月 1 日中央公民館
にて、パートナーシッ
プ専門カウンセラーの
佐藤寛之さんから、夫
婦・職場・子育てなどの
中で、自分も周りも“幸
せ”になれる方法につい
ての講話がありました。
　参加者からは、今日か
ら実践していこうという
前向きな声がたくさんあがりました。次回は 3 月 15
日に開催されます。

パートナーシップを育む秘訣を
　　　　　　　　知っていますか？　
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▲ 1 月 29 日、 町 立 幼
稚園および小・中学校
の給食で「ぼたん汁」が出されました。
　ぼたん汁は、地元で獲れたしし肉を使った
みそ仕立て。給食を食べ終えた子ども達は、

「初めていのしし肉を食べたけど、においも
無くておいしい」「お肉が入ったお汁はにが
てだけど、これは大好き」など、ふるさとの
味に大満足しました。

保育園で「鬼は外！」「福は内！」
◀▼ 2 月 3 日、猪名川保育園で節分の行
事が行われました。赤鬼がドンドンと窓
をたたいて入ってくると、室内は一瞬静

まり返り、次の瞬間に
は泣き出す園児や、物
陰に隠れる園児。それ
と は 対 照 的 に 勇 ま し
く「鬼は外！福は内！」
と掛け声をかけながら
豆（新聞紙をまるめて
作 っ た も の） を 投 げ、
鬼に立ち向かう園児な
ど、様々な表情がみら
れました。

人権について知識を深めた一日
◀ 2 月 8 日 に 文 化 体 育 館
で、第 43 回 町人権・同和
教育研究大会を開催し、約
130 人が参加しました。
　午前は、兵庫県人権啓発
協会永

な が ま つ

松國光さんの「これ
からの人権・同和教育につ
いて」をテーマにした講演
を、午後は、猪名同教 6 つ
の専門部会が 1 年間取り組

んだ実践を 3 分科会に分かれて報告するなど、一人ひとり
が人権について深く学ぶ一日となりました。

給食にぼたん汁が登場

内馬場の森（雨森山）に「エドヒガンの小
こ み ち

路」開通！
▼▶ 1 月 22 日、内馬場地内の
雨森山で、エドヒガン植樹地に
設置した、遊歩道の開通式が行
われました。この遊歩道は、エ
ドヒガンを近くで眺められるよ
うに、森林ボランティア「猪名
川町里山倶楽部」の皆さんによ
り整備されました。、植樹地を
回遊できるようなつくりとなっ

ています。山間からの知明湖の
風景と相まって、新たな魅力ス
ポットとして今後 PR していき
ます。

▼２月１日、公民館で防災・減災体
験セミナーが行われました。防災に
関する一般的な知識の他に、ビニー

ル袋や新聞紙を用
いた防災関連グッ
ズの作成、子ども・
大人、双方の立場
に立った、災害時
の行動方法など、
実践的な対処法を
学びました。

万が一に備えよう！

町表彰式で 34 人と 4 団体に賞を贈呈

▲ 2 月 12 日、文化体育館で「平成 25 年度猪名川町
表彰式」が行われ、ツツジ賞、松樹賞、感謝状などの
各賞が贈呈されました。これは、昭和 52 年から毎年
行っており、町の自治行政に貢献または住民の模範と
なる行為のあった個人や団体を表彰するものです。

▲▶ 2 月 2 日、 加古川河
川敷公園コースにおいて、
男子第 68 回・女子第 29
回兵庫県郡市区対抗駅伝
競走大会が実施されまし
た。当日は、猪名川町選抜
チームが出場し、男子は、
45 チーム中、総合 11 位、3 部においては 1 位
となる好成績をおさめるとともに区間では、第 1
区および第 7 区で区間賞を獲得しました。また、
女子は、45 チーム中 37 位と力走しました。

県郡市区対抗駅伝競走大会で力走！

▶ 2 月 14 日、神戸市で開催された「第 61
回兵庫県広報コンクール」で、本町の広報が、
３部門で入賞しました。
　町の広報は、皆さんにとって大切な行政
情報や皆さんの活躍、とびっきりの笑顔な
どをお届けできるよう、今後もよりわかり
やすく、町の情報を発信していきます！
　日ごろの皆さんのご協力に感謝です。あ
りがとうございます！

【入賞の結果】①町の部広報紙部門「入選」
＝平成 25 年 10 月号　②組み写真の部「企
画賞」＝同年８月号 2 ～ 3 ページ　③映像
部門「努力賞」＝きらっと☆いながわ同年 3 月号「ありがとう さよう
なら 阿古谷小学校～未来へはばたく阿古谷の子どもたち～

県広報コンクール　3 部門で入賞！


